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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが平成6年度に発掘調査を実施した

 廻り屋遺跡の調査結果をまとめたものです。

 廻り屋遺跡は山形県の南西部に位置する西置賜郡白鷹町にあります。西置賜郡北

 部に位置する白鷹町は、県内を縦走する最上川の東西に広がる町域で、西方に朝日

 山系の山々が連なり、稜線と緑の自然豊かな景観の地域です。

 調査では、古墳時代から平安時代にかけて竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出され、

 それぞれの時代の遺構・遺物を包含する複合遺跡であることが明らかになりました。

 昨年度当センターが発掘調査を実施した、岡ノ台・黒藤館両遺跡との関連も深く、

 この地域の古墳時代の生活を知るうえでの貴重な資料を得ることができました。

 埋蔵文化財は祖先が長い歴史の中で創造し育んできた貴重な遺産といえます。私

 たちは国民的財産の文化財を大切に保護し、さらに郷土の歴史の中で培われた文化

 を後世に引き継がねばなりません。一方、平和で豊かなくらしは私たちが等しく切

 望しているところです。近年、高速自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国

 県等の事業が増加していますが、これに伴い事業区域内で発掘調査を必要とする遺

 跡が増加の傾向にあります。

 事業区内の遺跡の調査は、埋蔵文化財保護と開発事業実施のため、適切かつ迅速

 に行われることが今日求められています。こうした要請に適切に対処するとともに

 埋蔵文化財調査体制の充実を図ることが急務とされ、平成5年4月に財団法人山形

 県埋蔵文化財センターが設立されました。職員一同、県民と関係各位の要望に応え

 本県の埋蔵文化財保護のため一層の努力をいたす所存です。今後・とも当センター発

 足の目的が遂行されるようご支援ご協力を賜りたくお願い申し上げます。

 本書が埋蔵文化財に対する保護思想の普及・学術研究・教育活動などにおいて、

 皆様のご理解の一助となれば幸いと存じます。

 最後になりましたが、調査にご協力をいただきました地元の方々をはじめ関係各

 位に心から感謝申し上げます。

 平成7年3月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



例 口

 1本書は、一般国道287号線道路改良工事(畔藤地区)に係る「廻り屋遺跡」の発掘調査

 報告書である。

 2発掘調査は山形県土木部の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施し

 た。

 3調査の要項は下記のとおりである。

 遺跡名廻り屋遺跡(DSTMG)平成元年度登録

 所在地山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲字廻り屋

 調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター

 調査期間発掘調査平成6年4月1日～平成7年3月31日

 現地調査平成6年7月25日～平成6年10月14日51日間

調査担当者

 調査研究課長佐々木洋治

主任調査研究員佐藤庄一

調査研究員鈴木良仁

嘱託職員川田嘉信

 4発掘調査及び本書を作成するにあたり、山形県土木部、山形県長井建設事務所、山形

 県教育委員会、白鷹町教育委員会、西置賜地域シルバー人材センター等関係機関の協力

 を得た。ここに記して感謝申し上げる。

 5本書の作成・執筆は鈴木良仁、川田嘉信が担当した。編集は尾形與典、須賀井新人、

 水戸弘美、真壁建が担当し、全体について佐々木洋治が監修した。

 6現地調査における遺構平面図(1/40・1/100)の作成は写真測量によって行ったもので

 あり、その業務を国際航業株式会社に委託している。

 7出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管し

 ている。

凡 例

 1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

 SB…掘立柱建物跡SE…井戸跡SK…土壌

 SP…単独のピットST…竪穴住居跡SX…性格不明遺構

 EB…柱穴EL…炉跡

 RM…金属製品RP…完形・一括土器RQ…石製品

 遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号として踏襲した。

 報告書執筆の基準は下記のとおりである。

 (1)調査概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

 (2)グリッドの南北軸は、N-29。一Wを測る。

 (3)遺構実測図は1/40・1/80・1/100縮図で採録し、各挿図毎にスケールを付した。

 (4)土層断面図中のスクリーントーンは、石・礫または焼土を示す。

 (5)遺物実測図・拓影図は1/2・1/3・1/4で採録し、各々スケールを付した。遺物図

 版については、任意の縮尺とした。

 (6)土器拓影図で、外面部分は左側、内面部分は右側に表示している。

 (7)遺物図版中の番号は、挿図番号を示している。

 (8)遺物計測表中の()内の数値は、図上復元による推定値、または残存値を示して

 いる。また、出土地点欄の層位で、Fは遺構覆土の土層、ローマ数字(1～V)は

 遺跡を覆う土層(基本層序)を示している。

 (9)遺構覆土の色調の記載については、1987版農林水産省農林水産技術会議事務局監修

 の「新版標準土色帳」に拠った。
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一

 1調査の経緯

 1調査の経緯

 1調査に至る経緯

 今回の廻り屋遺跡の発掘調査は、一般国道287号道路改良工事にともなって行われた。本

 調査に先立って、平成5年10月に山形県教育委員会によって道路用地内について遺跡の規

 模や性格などより詳しい内容を知るための試掘調査が行われた。その結果、廻り屋遺跡は

 古墳時代と平安時代の複合遺跡であることが確認された。試掘調査の内容をもとに関係機

 関による保存協議が行われた結果、現状保存が困難な部分について山形県埋蔵文化財セン

 ターが県から委託を受けて発掘調査を行い、記録保存をする事となったものである。

 2調査の方法と経過

 今回の発掘調査は現状保存が困難な道路予定路線内の3,0〔)Onfを対象として行い、道路予

 定線のセンター杭を基準として南北約140m・東西約18mの調査区を設定した。調査区全体

 に5m四方のグリッドを設定し、さらに南北が140mと長いため、北から50mごとにA・B・

 Cの3地区を設定した。包含層出土遺物はグリッド単位で取り上げ、遺構に関するものは

 必要に応じて出土地点を記録した。調査は7月25日から開始し、最初に調査区の設定を行

 い、重機を用いて調査区内の表土を除去した。その後面整理と遺構検出を順次行った。検

 出した遺構から精査を行い、全行程において必要に応じて記録を取り、10月14日に現地調

 査を終了した。途中10月12日に多数の参加者を得て現地説明会を開催した。

 1廻り屋遺跡2黒藤館遺跡'3岡ノ台遺跡遺跡位置図(Sニ1:25,000)
 国土地理院発行2万5000分の1「白鷹」「長井」を使用

 第1図遺跡位置図

 一1一



 II遺跡の立地と環境

AI

十

 II遺跡の立地と環境

 山形県南西部の長井盆地の北に位置する白鷹町は、最上川の東西に広がる町で西方に朝

 日山系の山々が連なり、稜線と緑が豊かな景観の地域である。その白鷹町の中でも、廻り

 屋遺跡の立地する荒砥地区周辺は山形県内でも降雪量の多い置賜地方にあって、降雪量の

 少ないところとして知られている。また地理的には置賜地方の北端に位置することから、

 峠を介して村山盆地との接点ともなっている。

 廻り屋遺跡の範囲はおおよそ東西200m・南北250mの約30,000㎡と考えられる。遺跡は

 最上川右岸の河岸段丘上に立地し、北を貝生川が流れ、南は段丘崖になっている。遺跡の

 立地している高位の段丘のほとんどは畑や桑畑に利用されており、最上川に近い低位の段

 丘や沖積地の多くは水田に利用されている。遺跡の層序に河川の氾濫によると思われる砂

 礫の互層が認められ、調査区内で認められた砂礫は貝生川の氾濫によると考えられる。標

 高は調査区の北側が約195.4mで、南側は約193.7mとなる。

 白鷹町には多数の遺跡が分布しており、「山形県遺跡地図」(昭和53年度刊行山形県教

 育委員会)には、これまで59カ所の遺跡が登録されている。時期的には縄文時代の遺跡が

 多い。その中にあって、平成5年度に行われた「岡ノ台遺跡」と「黒藤館跡」の発掘調査

 は西置賜地方の古墳時代研究に新しい展開をもたらした。「岡ノ台遺跡」からは古墳時代前

 期の竪穴住居跡1軒が、「黒藤館跡」からは古墳時代前期の方形周溝墓が3基確認され、さ

 らに今回の「廻り屋遺跡」の成果を考え合わせると、今まで古墳時代に関し空白といわれ

 ていた白鷹町にも早い時期から古墳文化が根付いていたことがうかがえる。次に層序につ

 いて述べる。遺物包含層は基本的に表土(1層)直下の黒色シルト(II層)で、遺構はII

 層下の堆積層を掘り込んでいる。II層より下の堆積層は調査区の北側では砂礫層で、その

 下に黒色シルトの場合が多く、南では砂礫層が少なく黒色シルトが認められる箇所もある。



 III遺構と遺物

 III遺構と遺物

 今回の調査では24軒の竪穴住居跡、2棟の掘立柱建物跡、河川跡1条、性格不明遺構2

 基、井戸跡1基の他多数の土坑・ピットが確認された。遺物は、整理箱にして47箱出土し、

 時期的な割合は古墳時代の遺物が約80%、平安時代の遺物が約20%である。

 1竪穴住居跡

 ST1(第5図)<長軸3.9m短軸3.4m主軸N-75。一W〉

 ほとんど床面のみの確認で、壁は北半で僅かながら確認できた。平面形はほぼ方形であ

 ると考えられる。炉跡は確認できなかった。柱穴はEP1・3・7・2が考えられ、EP

 4も伴う可能性がある。出土遺物は古式土師器、須恵器、あかやき土器の破片が出土した

 が、一般に破片が多く遺存状態は良くなかった。住居の年代は、古式土師器は混入である

 と考え、須恵器とあかやき土器(21-13)が出土していることから平安時代と判断される。

 ST2(第5図)<長軸3.2m短軸3.2m主軸N-7。一E>

 一辺が3.2mのほぼ正方形の竪穴住居で、壁も明瞭に確認でき、南半部でカマドも確認で

 きたが、良好な状態ではなかった。柱穴はEP1とEP2を確認することができたが、E

 P2はST3に付属すると考えられる。覆土上面から多くの礫が出土し、礫に混じって多

 数の土器片も出土したことから、礫が混入したのは2号住居が埋没してからそんなに時間

 がたたないうちであると考えられる。遺物(第21図)は須恵器、あかやき土器、古式土師

 器が出土した。古式土師器は、21-1が床面から出土しているが、これは3号住居を切っ

 ているために3号住居の遺物が混入したとも考えられる。須恵器は回転ヘラ切りの台付壷

 (11)と高台付圷(12)、大甕の底部(15)が出土した。あかやき土器では鍋(16)と長胴

 の甕(17)も出土した。時期は平安時代と考えられる。

 ST3(第5図)<長軸4.2m短軸4.Om主軸N-2。5"一W>

 一辺が約4mのほぼ正方形の竪穴住居で、壁も明瞭に確認できた。床面中央部からやや

 北よりのところで地床炉が確認された。柱穴は中央よりのEP1から4、それに四隅部分

 のEP5からEP7と、ST2内のEP2がともなう。四隅部分のEP5から7と、ST

 2のEP2の掘り方は住居中央に向けて内傾していた。遺物(第21図、第27-14)は複合

 口縁の壷(4)、単孔の甑(3)、甕の口縁(2、27-14)が出土した。時期は古墳時代前

 期と考えられる。

 ST4(第6図)<長軸3.Om短軸不明南北軸N-35。一E>

 炉と思われる焼土をともなっていた。遺物の出土は無く、時期は不明である。

 ST6(第6図)<長軸4.6m短軸3.2m主軸N-19。5"一E>

 長方形の住居跡で、壁は僅かに残る程度である。柱穴は認められなかったが、EP1が

 ともなっている。遺物は縄文土器片(21-8)が出土した。この住居の時期は不明である。

 ST7(第7図)<長軸3.7m短軸3.4m主軸N-4。一W>

 ほぼ正方形の竪穴住居で、床面はしっかりと残っていた。中央部から南西よりのところ





 III遺木薄と3量牛勿

 に炉が認められた。柱穴はEP1～4が確認された。ただし、EP4は7号住居とは別の

 独立した遺構の可能性もある。ST8とSP164に切られている。遺物(第21図)は、覆土

 から5と6が出土した。5は底部で、内面の刷毛目調整の様子が良く分かる。6と7は複

 合口縁の壷で、6は口縁内側と口頚部に刷毛目の木口による刺突が認められる。7は外面

 と内面の一部に赤彩が施されている。この住居は古墳時代前期の住居と考えられる。

 ST8(第7図)<短軸2.!m主軸ほぼ磁北>

 不整な形であるが、柱穴と考えられるEP1とEP2を確認したので竪穴住居と判断し

 た。出土遺物はなかった。時期は不明だが、切り合い関係からST7よりは新しい。

 ST9(第7図)<長軸4.3m短軸4.Om主軸N-14。一W>

 方形の竪穴住居で、南辺に張り出し部を持つ。中央から西よりのところで炉が認められ

 た。柱穴はEP1～4まで確認でき、南東部の隅に土坑が確認された。遺物(第22図、11

 図)の出土状況は覆土の上面から多く出土し、床面出土の遺物は少なかった。器種は高坏

 (3、4、8)、器台(7)、壷(10、11、12、13、14)、甕(15、17、18、19、20)、台付

 甕(5)、鉢(1、2)などがある。時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST10(第8図)<長軸6.Om短軸5.Om主軸N-10。一E>

 ほぼ正方形で、南隅に竈を持つ。柱穴はEP1・6・5・4で、EP2・3は竃脇の貯

 蔵穴と考えられる。EP7はST11に伴う柱穴と考えられる。遺物(第22図)は須恵器蓋

 (21)、高台付圷(22)、回転糸切りの土師器(23)が出土している。その他器台(9)が

 出土しているが、これは後からの混入と考えられる。時期は平安時代と考えられる。

 ST11(第8図)<長軸・短軸4.8m主軸N-33。5"一E〉

 正方形で、中央よりにEP1～3の柱穴が確認された。ST10に切られている。ST10

 内のEP7は本来STllに伴うものであったと考えられる。西隅で確認されたEK4は貯

 蔵穴と考えられ、EP2とEP3を結ぶ中間で炉と思われる焼土が確認された。遺物(22

 図)の出土はそう多くはなかったが、器台(24)、頚部に隆帯を持つ甕(25)、台付甕(26)

 が出土した。これらの遺物から住居の時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST12(第9図)<長軸4.Om短軸3.2m主軸(長軸)ほぼ磁北>

 正方形で、ST13を切っている。柱穴はEP1～3が確認されたが、EP2・3はST

 13に伴う可能性が強い。床面は固くなかった。遺物(第25図)は古墳時代の器台(11)、高

 坏(12)が出土したが、これらは混入かST13に伴う遺物と考えられる。!lは首飾りなど

 の装飾品の可能性もある。ST12の年代を決定するのは13の黒色土器(高台付圷)、14の土

 師器(甕)と考えられ、平安時代と考えられる。

 ST13(第9図)<長軸・短軸6.2m主軸N-36。一W>

 隅丸方形の竪穴住居で、ST12に切られている。柱穴はEP1～8が確認された。ST

 12内のEP2・3はST13に伴う可能性がある。遺物(第26図)は土師器の甕(1、3、

 4)、高坏(2)が出土した。時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST14(第10図)<長軸7.6m短軸7m主軸N-5。～E>
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 隅丸方形の竪穴住居で、ST15によって切られている。炭化材が出土したことから焼失

 家屋と考えられる。柱穴はEP1～6まで確認できた。EK7は貯蔵穴と考えられる。遺

 物(第11図、17図～20図)は床面付近からまとまりのある資料が出土した。特に、S字口

 縁を持つ土器群(1～4、20、41)と、目縁内側に刷毛目の木口による刺突を持つ土器

 (35。ST7でも出土)、頚部に隆帯を持つ土器(32。ST9・11でも出土)が注目され

 る。また、39と40は口唇部が立ち上がり北陸地方の影響を受けた土器と考えられる。石製

 品として砥石が2点出土した(42・43)。時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST15(第10図)<長軸6m短軸4.4m主軸N-6。5"一E>

 ほとんど床面のみの確認で壁、柱穴などは確認できなかった。出土遺物(第21図)は縄

 文土器(10)、須恵器の蓋(18)、木葉痕のある黒色土器(19)、土師器の甕(20)が出土し

 た。時期は平安時代と考えられる。

 ST16(第9図)<長軸7.Om短軸6.4m主軸N-36。一W>

 壁際に全面周溝を持つ住居で、周溝内側の隅に柱穴を持つ。柱穴はEP1～4まで確認

 できた。炉や竃は認められない。遺物は古式土師器、須恵器、砥石(第25図一16)が出土

 したが、須恵器の圷(第23図一1、2)が床面から出土したことから、時期は平安時代と

 考えられる。

 ST17(第12図)<長軸4.6m短軸4.2m主軸N-9。5"一W>

 方形の竪穴住居で、柱穴はEP1～3まで確認できた。竈は南半部に2基確認できた。

 この住居に伴うと思われる土坑が南西の隅で確認できた(EK4)。遺物(第23図)は須恵

 器(3～5、10)、あかやき土器(6、7、13)、土師器(9、14、15)、黒色土器(8)が

 出土した。6・7は、EL2から重なった状態で出土した。14と15は混入と考えられる。

 時期は平安時代と考えられる。

 ST18(第12図)<南北5.Om南北軸N-12。5"一E>

 住居の西側は調査区外で全形を確認できなかったが、ほぼ正方形と考えられる。柱穴は

 EP1～4まで確認でき、北東部では土坑(EK5)が確認できた。南辺が張り出してい

 るが、これは掘りすぎによるものである。南西部で焼土が確認できたが、壁に偏っている

 ため炉であるかどうかは不明である。遺物(第23図)は器台がまとまって出土した

 (17～21)。また甕では、平底で直線的に立ち上がる(16、23)ものがある。22の底部には

 籾の圧痕がある。24は薄手で、口径と胴径に差が無く、長胴で内外面にハケメを施し、奈

 良から平安時代の土師器に類似している。時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST19(第12図)<長軸(4.2m)短軸4.4m主軸N-37。一E〉

 ほぼ方形で、床面は固い部分が明瞭に確認でき、柱穴はEP2・3・4・7と考えられ、

 EP1・5・6は貯蔵穴か土坑と考えられる。遺物は壷(第24図一1)が出土した。時期

 は古墳時代前期と考えられる。

 ST20(第13図)<長軸7.2m短軸6.2m主軸N-35。一E>

 住居南半部のプランは良くつかめなかったが、中央部付近で固い床面が確認できた。柱
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 穴はEP2・3・4と考えられ、南東部分の上面で礫が検出できた。遺物(第24図)は甕

 や器台、高坏などが出土し、古墳時代前期と考えられる。

 ST21(第13図)<長軸(5.4m)短軸6.1m主軸N-40㌧W>

 隅丸方形と考えられ、EP1～6が確認された。近世と考えられる井戸(SE1)が切

 っている。遺物(第24図)は大型の甕と器台が出土し、時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST22(第13図)<長軸5.Om短軸4.2m主軸N-7。一E>

 ほぼ方形で、ST11と23によって切られている。柱穴はEP1～5があり、中央付近で

 炉が確認された。出土遺物(第25図1～3)からみて時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST23(第14図)<長軸4.Om短軸3.4m主軸N-43。一E>

 やや不整な方形を呈し、EPl・2は柱穴、EK3は土坑と考えられる。南西端で焼土

 が確認され、焼土上面から25-6・27-22が出土した。出土遺物(第25図)は須恵器(6

 ～9)とあかやき土器(10)などが出土し、時期は平安時代と考えられる。

 ST24(第14図)<長軸(6.Om)短軸(4.4m)主軸N-20。一E>

 隅丸方形に近いプランで、柱穴はEPl～3まで確認できた。遺物(第25図)は土師器

 壷(4)、増(5)と砥石(15)があり、時期は古墳時代前期と考えられる。

 ST25(第14図)<長軸・短軸4.Om主軸N-6。一E>

 壁は北半部で確認することができ不整の方形を呈する。柱穴はEP1～7まで確認でき

 た。遺物の出土はなく、時期は不明である。

 2その他の遺構

 掘立柱建物跡(第15・16図)としてSB1とSB2がある。SB1は1間×2問の建物

 跡で、柱穴からの遺物出土はなかった。SB2も1間×2間の建物跡で柱穴からの遺物出

 土はなかった。SB2に隣接するSP5004からは古式土師器が出土した(27-3)。河川跡

 (第15図)は調査区を横断するように東から西へ流れている。幅は約7～8m程あり、深

 さは最深部で1.2m程ある。底面からは土師器台付甕(27-11)が出土しており、上面から

 はあかやき土器圷(27-1)が出土していることから、河川跡は古墳時代には機能してお

 り、平安時代頃には機能しなくなったことがうかがえる。竪穴状遺構でプランが明瞭に確

 認できたものを性格不明遺構として扱い、SX5(第6図)とSX27(第14図)がある。

 3遺構出土以外の遺物(第26図)

 遺構以外にも注目すべき遺物が出土している。26-5はS字目縁を持つ土師器圷で丁寧

 に磨かれている。26-6の圷も丁寧に磨かれており赤彩が施されている。26-14は棒状浮

 文を持つ土師器壷である。26-9も棒状浮文の痕跡が認められる。縄文時代の遺物は出土

 したが遺構は確認できなかった。
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 IV遺構と遺物

 表一(1)廻り屋遺跡遺物観察表(1)

             計測値(nlm)調整技法出土地点登緑番号備考             挿図番号遺物番号種別・器種口径底径器高器厚底部切離(特記)内面外面
             11826523ナデ・ミガキナデ・ミガキST14Y(RP383)内外面赤彩

             12228553ナデ・ミガキナデ・ミガキST14(RP382)内外面赤彩

             圷(128)30644ナデ・ミガキナデ・ミガキST14(RP353)s字口縁

             3ナデ・ミガキナデ・ミガキST14FS字目縁

             (13(1)(58)5ナデ・ハケメ・ミガキハケメST14Y(RP369)

             (20)(26)3ミガキミガキST14Y(RP130)

             (70)25(35)4ナデナデ・ケズリST14Fl(RP293)

             28(50)3ナデナデ・ミガキST14Y

             20(36)4ナデナデ・ケズリST14F1(RP273)

             増(166〉(104)4ケズリケズリST14F1(RP318)

             (118)401555ハケメミガキST14Y(RP359)

             (126)5ナデ'・ミガキナデ・ミガキST14Y(RP381)

             (120)(20)(85)2ハケメ・ミガキハケメ・ミガキST14Y(RP352)

             9833923底部剥落ミガキミガキST14Y(RP371)

             (64)(28)305ハケメ・ミガキ・ナデ・ハケメ・ミガキST14Fミニチュア土器

             (U4)32544ナデミガキST14Y(RP380)2次焼成を受けている

             鉢(120)40525ハケメハケメST14Y(RP364)

             圷8850484ナデ・ハケメナデST14Y(RP372)

             (104)705ナデミガキST14Y(RP3{〕1)

             器台90107886ナデ・ケズリナデ・ケズリST14Y(RP375)脚部に3孔有

             ST14Y(RP295)

             圷(180)(56)875ハケメハケメST14F

             667ハケメミガキST14Y(RP361)脚部に3孔有

             器台(82)(108〉864ミガキミガキST14Y(RP376)脚部に3孔有
             高坏93ハケメST14Y(RP387)

             (43)20225ナデナデST14F1(盟271)ミニチュア土器

             鉢32205指ナデ指ナデST14F(RP155)ミニチュア手づくね成形
             器台1006ST14(RP291)

             (98)251234ナデナデ・ハケメ・ミガキST14Y(RP359)

             甕136271004ナデハケメ・ケズリ・ミガキST14Y(RP394)内外面赤彩
             (140〉ハケメ・ケズリST14Y(RP396)

             (140)5ナデ・ミガキミガキST14(RP11)

             壺(135)457ナデ・ハケメ・ミガキハケメST14F1
             (160)658ハケメハケメ・ミガキST14FI(RP132)

             甕(14415ナデ・ハケメハケメST14F2(RP152)胴部を砥石として使用

             (200)6ナデ・ハケメナデ・ハケメ訂14Y(贈81・355)

             7ST14Y

             壼4ST14F(RP158)
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 表一(2)廻り屋遺跡遺物観察表(2)

             図・万挿番計測値(mm)調整技法             遺物番号種別・器種口径底径器高器厚底部切離(特記)内面外面出土地点登緑番号備考
             41土師器壺5ハケメハケメST14F(RP16)

            第18図ワ]つ」449410ST14Y4面使用             石製品砥石12526ST14F2くぼみ石～砥石
             甕(210)6ハケメハケメST14Y(RP366)

             壺(160)6ナデ・ハケメミガキST14Fl(RP308)

             甕(146)5ナデ・ハケメナデ・ハケメST14翌〔RP152)

             (168)2986ナデ・ハケメハケメ・ケズリST14Fl(RP132・270)外面スス付着
             甕967ナデ・ハケメハケメST14Y(RP360)台付甕の脚部
             壺687ナデ・ハケメハケメ・ミガキST14Y(RP3951外面スス・底部凹

             (134)601818ケズリ・ナデナデナデ・ハケメ・ケズリST14Y(RP377)

             (144)661826ナデナデナデ・ハケメST14Y(RP378)

             甕(166)7ナデ・ハケメナデ・ハケメST14Y(RP370・391)外面砥石・スス付着

             甑(254)(78)916ナデ・ケズリナデST14Fl(RP268)底部に5孔
             7ナデナデ・ケズリ訂14F1(RP308)底部に7孔現存

             壷686ナデハケメナデ・ハケメST14F(RP309・314)
             器台5ハケメナデST2Y(RP87)

             甕6ナデ・ミガキST3(RP287)

            甑(35)7ST3Y(RP249)単孔                         甕705ハケメハケメ・ミガキST7F1

             壷(160)8ナデ・ハケメハケメ・ケズリST7F1(RP66)

             7土師器壷(188)9ナデ・ミガキナデ・ミガキST7Y(RP374)赤彩

             5ST6(RP242)

             8910縄文土器7STIY・C・20
             10ST15F2             第21図-?〕11須恵器台付壷(80)6ヘラ切ケズリ蹴2F2(RP95)

             高台圷626ヘラ切ST2Y(RP255)

             13あかやき土(132)(52)484回転糸切ロクロロクロSTl(RP80)

             14黒色土器圷(128)60504回転糸切ST2F1(RP86・95)両黒
             15須恵器甕8タタキタタキST2Y(RP9(}〉

             6711あかやき土鍋(370)1439ケズリST2(RP78)
             甕6ST2F1

             18須恵器蓋4ケズリST15Y(RP389)

             19黒色土器圷(130)(84)458ミガキケズリST15F2木葉痕有

             20土師器甕(220)1405ナデナデST15F

             鉢406ナデ・ハケメナデ・ハケメ・ケズリST9F1(RP52)

            第22図19山34625ハケメハケメ訂9Y(RP32①             土師器高坏(160)5ナデ・ハケメ・ミガキナデ・ハケメ・ミガキSTgF1(RPm)
             (120〉7ミガキSTgF1
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 表一(3)廻り屋遺跡遺物観察表(3)
 IV遺構と遺物

             計測値(mm)調整技法出土地点登緑番号備考            図・万挿番遺物番号種別・器種口径底径器高器厚底部切離(特記)内面外面
             台付甕(1341851626ハケメ・ケズリハケメ㎜F1(盟56〉

             甕11訂9F1(RP110)

             器台9ハケメ・ケズリミガキSTgF1(RP54)

             27ST9F1脚部

             高坏?訂10Fl(RP279)脚部
             甕6.5ハケメST9F1

             (164)6ハケメハケメSTgFl(RP218)

             (11413ハケメハケメST9Y(RP53・54)

             1607STgF1(RP58)輪積み

             (158)8ハケメSTgF1                         (166)7STgFl

             甕5STgF1(RP58)
             (183)6STgF1(RP224)

             (145/(80)1958ナデハケメ・ケズリハケメ・ケズリSTgF1(RPH3・114)
             蓋(30)STlOF2

             19]2?]須恵器高台圷757回転糸切STIO(RP277〉
             圷(75)4回転糸切ハケメSTIOYろくろ土師器

             高坏25ミガキST11F1棒状脚             つ・」4「D6つ〕∩∠9]つ自土師器壷?(94)8ハケメナデ・ハケメSTllY(RP199)隆帯有指圧
             台付甕748ST11F

             (140)56424回転糸切ロクロロクロST16Y

             圷(140)(58)413回転糸切ST16Y

             -り乙つ」4民U須恵器(108)4ST17Y(RP25)             蓋1505ケズリST17(RP3931
             (140)60453.5回転糸切ST17Y(RP342)

             (!46)6(}574回転糸切ロタロロクロSTI7(RP350)

             「67あかやき土器圷14360615回転糸切ST17(RP350)
             8黒色土器(120)4ST17Y

             9土師器(90)10ケズリST17Y(RP345)こも状圧痕

                         甕(105)10ハケメケズリST!7(RP350)編代痕有
             1211土師器(98)5ST17Y(RP342)
             13あかやき土器鍋7ハケメハケメST17Y(RP344)

             器台?ケズリミガキST17Y

             高坏7ミガキST17Y〔RP343)

             鉢(70)5ナデ・ハケメハケメST18Y                         器台(72)(110〉6ミガキナデ・ハケメST18(RP340〉

             (100)6ハケメ・ミガキハケメST18F1(RP261)
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 表一(4)廻り屋遺跡遺物観察表(4)

             計測値(mm)調整技法出土地点登緑番号備考            図・育種番遺物番号種別・器種口径底径器高器厚底部切離(特記)内面外面
             80(134)874ハケメ・ミガキナデ・ハケメ・ミガキST18Y(RP337)

             器台86(129)785ハケメナデ・ハケメ・ケズリST18Y(RP338)

             第23図∩V-∩乙342ワ血ワ自?〕∩乙土師器壺767ST18F底部籾痕有             鉢(86)6ハケメハケメST18Fl(RP12D

             甕1644.5ハケメナデ・ハケメST18Y平安期の土師器か?

             壷(120)6ナデナデST19(RP166)

             (110)4ナデナデ・ミガキST20柱穴EP4覆土

             圷5ケズリST20F1(RPl)

             (98)5ST20F1(RP4)

             甕(l12)55ナデハケメナデ・ハケメST20柱穴EP4覆土

             ミガキミガキST20F1(RP1)

                         高坏(110)6ハケメミガキST20F1(RP1)

             (184)545ナデハケメハケメ皿OF1(RP26ω

             甕(198)4ナデ・ハケメナデ・ハケメ湿OF1(RP4)外面スス付着
             器台ミガキST21Y赤彩

             甕(240)903156ハケメハケメST21Y(RP334)外面スス・内面輪積

             14縄文土器深鉢取手罰20F1(贈59)

             増?5ナデ・ハケメ舘22F2(RP1951

             高坏5ミガキST22Rl(RPlO8)

             -∩乙345土師器716ハケメハケメ盟2Fl(RP50)             甕(145)537ハケメハケメ・ケズリ㎝弓F1(贈01)輪積み痕
             増(25)4ミガキケズリ・ミガキST24平底

             (138)(50)3回転糸切ロクロロクロ訂23Y(RP351)

             圷(148)50434回転糸切ロクロロクロST23F1             6ワ'QO9須恵器(140〉64455回転糸切ロクロロクロST23(RP266)                         10あかやき土器甕(138)(70)1425回転糸切ロクロロクロ罰23F1(RP46)

             器台ST12R2(RP168)首飾り?

             1211土師器高坏ST12麗(RP168)
             13黒色土器高台圷(14①(72)704ケズリ・ナデロクロロクロST12Y内黒

             14土師器甕(124)4ナデナデ・ハケメナデST12Y編代痕・内面輪積

             11045ST24F

             5611石製品砥石16067ST16F1(RQ275)
             甕?506ナデハケメハケメST13Y(RP178)

             高坏5ミガキ訂13匝(RP172)外面赤彩

             (200)7ハケメナデST13F1(RP13)                         圷(150)(25)665ミガキミガキE-!8・19S字目縁

             圷(130)5ミガキミガキF-1・D-13外面赤彩
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 表一(5)廻り屋遺跡遺物観察表(5)

 IV遺構と遺物

             計測値(mm)調整技法備考             図・万挿番遺物番号種別・器種口径底径器高器厚底部切離(特記)内面外面出土地点登緑番号
             壼(140)ナデ・ハケメナデ・ハケメB-6

             789土師器甕(133)5ナデ・ハケメハケメD-15口縁に工具の刺突
             壺(200)ナデD-13(RP202)二重口縁

             10中世陶器すり鉢10C-15(RP185)

             A-9

             12つ0111縄文土器D-1
             ST12(RP14)

             第26図壺ハケメD-3赤彩かP             4511土師器圷(138)(50)59ナデ・ハケメハケメ・ミガキE-19
             圷(152)60454回転糸切ロクロロクロC-12(RP267)底部物有付着

             高台圷(14014ロクロロクロB-4

             圷(166)(60)456回転糸切ロクロロクロE-6                         (204)8ハケメケズリD-15

             甕(200)5ロタロロクロE-18
             圷(146)(60)605回転糸切ロクロロクロC区川上面外面付着物有

             12あかやき土高台圷(62)7ロクロロクロB-4(RPIO)
             圷3SB5004フクド

             甑(48)ハケメB4

             器台829ミガキミガキB区

             鉢(76)(50)435ハケメナデC-12(RP1861手づくね形成

             高坏32ミガキC-8

             32B-4(RP7)

             器台ナデミガキB-4

             台付甕C区川底部

             高坏ハケメ・ミガキハケメE-11

             6C-12(RP46)

             土師器壺?(179)10ミガキD-3(RP159)内面赤彩
             10ミガキハケメB区

             甑9B12(RP45)
             板状85145D-3(RM5)

             棒状53118A-9(RM4)

             00901り乙11り乙2り乙鉄製品板状54325D-3(RM3)             棒状50256ST15F2(RM1)RP135と伴出

             板状65353ST23(RM2)焼土中より出土

             23土製品土玉3432C-14・C-15

             7521D-15(RQ75)

             砥石11750D-ll(RP125)

             4「D久U7∩乙22ワ]石製品5019A-12             磨製石斧7214A-13
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 一般国道287号道路改良工事に伴い、遺跡全体の約10%を調査したに過ぎないが、黒藤館

 跡や岡ノ台遺跡の調査成果とともに、白鷹町内の最上川右岸の段丘上に早い時期から古墳

 文化が根付いていたことが裏付けられた。以下項目ごとに要約する。

 1)古墳時代に関しては12軒の竪穴住居跡が確認され、特にST14床面からはまとまりの

 ある土器群が出土し、塩釜式における辻氏の編年でIII-2期に相当すると思われ、北陸系

 の土器や、S字目縁を有する土器が検出されている。ST7・9出土の土器群には、口縁

 部に折り返しの明瞭な稜を持つ壷などがあることから、ST14出土の土器群より一時期遡

 る可能性がある。

 2)平安時代に関しては8軒の竪穴住居跡が確認された。このなかで、ST2・15の土器

 群は底部の切り離しにヘラ切りがあり、口径に比して底径がやや大きい。これに対してS

 T16・17・23出土の土器群は底部がほとんど回転糸切りによるもので、口径に比して底径

 が大きい。時期は前者が9世紀、後者が10世紀頃と推定される。

 3)ST!4出土土器について

 ST14出土の土器を器台・高坏・圷・鉢・増・1甑・甕・壷の8器種に分類した。

 器台(A)は主に圷部の分類から、S字口縁を持つAl、圷部に稜を持つA2、圷部が

 丸みを持って外反するA3、圷と脚部が「X」字状をなすA4の4類に細分した。さらに

 AlからA3は脚部に穿孔を有するa、と有しないbに区分が可能である。

 高坏(B)は、脚部が「八」字状に広がるB1(ST9等から出土)、棒状中実のB2、

 中空状脚部のB3(ST20等から出土)の3類に細分できる。

 圷(C)は、S字口縁を持つCl、目縁が屈曲し、丸底の中央がくぼむC2、平底のC

 3、丸底のC4の4類に細分できる。鉢(D)は、平底で中央部がくぼむD1、小型で手

 づくね成形平底のD2の2類がある。増(E)は、器台との対応関係がうかがえるE1、

 長頚の口縁部を持つE2、比較的短い頚部を持つE3の3類がある。甑(F)は、複合口

 縁で平底のF1と、丸底のF2の2類がある。

 甕(G)は、複合口縁で折り返し状の口唇を持つG1、単純口縁で口縁部が「く」字状

 に屈折して外反するG2がある。G2は体部が長胴形を呈するaと体部が球形を呈するb

 とに細分される。さらにG2と同じく単純口縁だが、口縁部がゆるやかに外反する平底の

 甕のG3、台付甕のG4、小型の丸底甕をG5の5類がある。G5は口縁部が「く」字状

 に外反するaと、口縁部がゆるやかに内湾するbに区分した。なおGlは壷の可能性もあ

 るが、頚部があまり屈曲せずに、G3に似た器形を呈することから甕に分類した。

 壷(H)は、複合口縁で折り返し状になるH1(ST7から出土)。Hlの目縁に山形の

 刺突文が加わるH2、口頚部に刺突を施した隆帯が巡るH3、口縁部がS字状を呈するH

 4、外反する口縁部端に面を形成するH5(能登形甕)、口縁部が「く」字状に屈折して外

 反するH6の6類に分類した。H6はさらに胴が球形を呈するaと、長胴形のbに区分し

 た。なおST14からは、有段口縁の壷は出土しなかった。

 《参考文献》
 山形県教育委員(1980)熊野台遺跡発掘調査報告書山形県埋蔵文化財調査報告書第31集
 宮城県教育委員会(1985)今熊野遺跡・一本杉遺跡・馬越石塚宮城県文化財調査報告書第104集
 山形考古学会(1986)山形県考古学会第28回研究大会発表予稿集
 日本考古学協会新潟大会実行委員会(1993)新潟大会シンポジウム2東日本における古墳出現過程の再検討
 山形県埋蔵文化財センター(1994)今塚遺跡発掘調査報告書山形県埋蔵文化財センター調査報告書第7集
 山形県埋蔵文化財センター(1994)岡ノ台遺跡発掘調査報告書山形県埋蔵文化財センター調査報告書第15集
 山形県埋蔵文化財センター(1994)黒藤館跡発掘調査報告書山形県埋蔵文化財センター調査報告書第16集



 IVまとめ

報告書抄録

             ふりがな

             童日名廻り屋遺跡発掘調査報告書

             副書名

             巻次

             シリーズ名山形県埋蔵文化財センター調査報告書

             シリーズ番号第27集

             編著者名鈴木良仁・川田嘉信

             編集機関財団法人山形県埋蔵文化財センター

             所在地〒999-31山形県上山市弁天二丁目15番1号TELO236-72-5301

             発行年月日西暦1995年3月31日

             ふりがなふりがなコ一ド北緯東経調査期間調査面積調査原因
             所収遺跡名所在地市町村遺跡番号ワm一

             やまがたけんにしおきたま

             めぐりや山形県西置賜6402平成元年38度140度19940725～3,000一般国道
             ぐんしらたかまちおおあざ

             廻り屋郡白鷹町大字度登録10分05分19941014287号線
             あらとこうあざめぐり

             荒砥甲字廻り41秒55秒道路改良工事

             や屋(畔藤地区)

             所収遺跡名種別主な時代主な遺構主な遺物特記事項

             廻り屋集落跡縄文時代縄文土器、磨製石斧

             中期一一一一一一一一r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r
             古墳時代竪穴式住居跡12棟土師器、砥石14号住居跡から古墳時

             前期河川跡1条代前期の土器が多数出

             その他土壌・ピットなど土
             一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『

             平安時代竪穴式住居跡8棟土師器、あかやき土器、集落の一部である竪穴

             河川跡1条須恵器、土製品金属品式住居跡群を検出

             その他土堤・ピットなど
             一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一

             時期不明掘立柱建物跡2棟

             竪穴式住居跡4棟

             井戸跡1基
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